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あとがき
2012年最後の号のあとがきを，本年のご報告とともに書きたいと思います。
今年はレヴィ小体発見100年，ウィルソン病発見100年でもあり，２回の鼎談を企画
し，掲載いたしました。それぞれまず資料を収集することから始め，お話しいただける
先生方にお送りしました。お送りした資料は膨大で，独語論文などもありましたが，ど
の先生もそれらを丁寧にきちんとチェックしてきてくださり，会話は充実したものにな
りました。鼎談が終了したときが，編集側の重労働の開始でした。会話を文章にするこ
とに加え，読者にさらに興味を持ってもらえるよう大量の脚注をつけましたが，これが
思った以上に大変な作業でした。注をつけるべき項目の選択，注釈の正確性を確保しな
がら魅力的な脚注内容を作成するのには大変な時間を要しましたが，当教室Ｋ君が積極
的に，この作業の中心的役割を担ってくれ，何とか出版の遅れを避けることができました。
このような会話形式には，異論もあると思います。編集室宛にご意見をいただければ
幸いです。
ところで『The Border-Land of Epilepsy』はガワーズの最後の著作で，1907年に出
版されました。大著ではありませんが，臨床神経学者ガワーズの臨床経験が十二分に発
揮された，現在でも役に立つ名著であると思います。この本で彼は，後に“funny

 
turns”として一括される“vagal and vasovagal attacks”，“vertigo”，“migraine”，
“parasomnias”など，てんかんと似た発作性病態を扱っています（Scott A,Eadie M,
Lees A:William Richard Gowers 1845-1915:Exploring the Victorian Brain:A

 
Biography.Oxford University Press,USA,2012,p118）。『The Border-Land of

 
Epilepsy』というタイトルは，次の世代の神経内科医を読者対象として考えていること
が示唆され，とても魅力的であると感じます。てんかんとの境界にある別の病態を扱う
ことでてんかん病態自体の理解が進み，次世代にそれらが整理されるということを期待
していたような気がします。少し斜めからの病態認識の試み，といってもよいかもしれ
ません。19世紀後半にガワーズ自身，それにジャクソンらによっててんかんの臨床研
究は飛躍的な進歩を遂げましたが，それでも“てんかん”と“funny turns”との臨床
的鑑別はなかなか難しい場合があったのです。
ガワーズの本の表紙を眺めながら，ちょうどよく似た事態が現在の本邦における認知
症診療に問題点として生じている，と感じました。それが，本号特集「The Border-
Land of Dementia」を企画したきっかけです。脳血管性認知症とアルツハイマー病と
の鑑別診断は，認知症診療・研究におけるいま最も大きなトッピックスです。PD-MCI
は新しい概念ですが，今後必ず広く普及していくものであると思います。薬剤性認知症
病態にはしばしば出会います。うつ病患者やてんかん患者も最初に物忘れ外来を訪れる
ことがあることを忘れてはなりません。本特集の著者の先生方は皆，上記の企画意図を
よく理解して執筆してくださいました。本号を読めばこの，少し斜めからのアプローチ
が認知症病態理解に役に立つことがわかると思います。
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